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編
集
後
記

議
会
を
傍
聴
し
よ
う

江
津
市
議
会
で
は
皆
さ
ん

の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。
傍
聴
を
ご
希
望

の
方
は
、
議
会
開
催
日
に

本
庁
舎
２
階
の
議
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

議
会
へ
参
加
し
よ
う

市
政
に
対
し
て
意
見
や
要
望

が
あ
れ
ば
、
議
会
へ
請
願
・

陳
情
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

請
願
の
場
合
は
市
議
会
議
員

の
紹
介
が
必
要
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■編集・発行責任者

議　　長　
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委　　員

坂 手　洋 介
下 谷　忠 広
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鍛治  恵巳子
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藤 間　義 明
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請
願
・
陳
情
締
切
／
２
月
17
日
正
午
ま
で

次
回
3
月
定
例
会 

　
安
倍
元
首
相
銃
撃
事
件
に
端
を
発
し
た
旧

統
一
協
会
と
政
治
の
問
題
は
、国
会
議
員
の

み
な
ら
ず
首
長
・
地
方
議
員
に
も
波
及
し
て

い
ま
す
。そ
の
た
め
、各
地
の
地
方
議
会
で

「
旧
統
一
協
会
と
の
関
係
を
断
つ
」と
の
決
議

が
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
誌
面
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、江
津
市
議
会
で
も
12
月
定
例
会
中
の
議

会
運
営
委
員
会
で
、決
議
へ
の
議
論
を
重
ね
、

３
月
定
例
会
で
結
論
を
出
す
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。市
民
の
み
な
さ
ん
の
信
頼
に
応
え

る
に
は
、違
法
性
が
指
摘
さ
れ
る
団
体
な
ど

に
対
し
て
、毅
然
と
し
た
対
応
が
不
可
欠
で

す
。み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聴
き
し
な
が

ら
、議
論
を
深
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
多
田
　
伸
治
）

※開始時間等は予定です。

市
議
会
だ
よ
り
は

こ
ち
ら
か
ら

ごうつ
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本会議
14:00～
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26 27 28 3/1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

日 月 火 水 木 金 土

委員会
（議会運営）
9:30～

委員会
（議会運営）
15:00～

委員会
（総務民生）
9:30～

委員会
（建設経済）
13:30～

委員会
（予算決算）
9:30～

委員会
（予算決算）
9:30～

委員会
（予算決算）
9:30～

本会議
（一般質問）
10:00～

本会議
（一般質問）
10:00～

全員協議会
9:30～

情報交換会
9:30～

議員連絡会
9:30～

本会議
10:00～

「江津市小中学校音楽会」（津宮小学校）

ゲートキーパー養成講座（12月15日） 第14回  議会報告会（11月）
市内4カ所で開催しました。意見交換では、人
口減少、少子高齢化、空家対策、図書館建設、
公共交通など、住みよいまちづくりに向けた
様々な意見や要望が出されました。市議会の

「見える化」を一層進め、市民に寄り添い・つな
がる市議会に向け決意も新たにさせられた議
会報告会でした。

自死についての理解を深め、ゲートキーパーの役割
と対応方法を学びました。

私たちができること
（キーワード）

❶気づく
❷声かけ
❸傾聴
❹つなげる
❺見守る
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９月の台風１４号の被害に対する補正予算を計上。
補正予算額　1687万円(補正後総額166億6310万円)

放課後児童クラブ

47万円
台風による放課後児童クラブ
講堂軒・渡り廊下軒下修繕

公共土木施設災害復旧費
道路災害10カ所　690万円
河川災害  8カ所　950万円 1640万円

物価高騰対策などに対する補正予算を計上。
補正予算額　4億1467万円（補正後総額170億7777万円）

令和4年度  一般会計補正予算
（8号）

令和４年第５回定例会

地域開発費

180万円

タクシー燃料費高騰対策  130万円
地域公共交通緊急対策　   50万円

農業総務費

1206万円
飼料高騰対策  575万円
肥料高騰対策  631万円

商工振興費

1億3919万円

ごうつ地域応援券（第3弾）　1億2303万円
運輸業者燃料費高騰対策  　  　1616万円

ライスセンター再編整備

1365万円

後地町および桜江町の
ライスセンター再編にと
もなう設計委託料

整備予定のライスセンター（後地町）

出産・子育て応援交付金などに対する補正予算を計上。
補正予算額　2915万円（補正後総額171億692万円）

令和4年度  一般会計補正予算
（9号）

令和４年第５回定例会

出産・子育て応援交付金 1627万円
「伴 走 型 相 談 支 援」と
「経済的支援」を一体と
した事業

令和4年度  一般会計補正予算（7号）
10月3日  専決処分 承認承認

可決

可決

総務民生委員会

建設経済委員会

本市職員に対し、定年年齢を現行の
60歳から65歳に段階的に引き上げる
もの

条例改正により職員数は増えるのか。問
増えることはない。答

質
　
疑

●職員の定年等に関する条例（一部改正）

個人番号カードを利用し、多機能端末
機などを介して印鑑登録証明書の交付
を市長に申請することができる規定を
追加するもの

多機能端末機となっているが、具体的にどの
ようなものか。また、その場で証明書の発行
もできるのか。

問

コンビニエンスストアに設置されているマル
チコピー機や、市役所窓口付近に設置予定
の端末機。証明書の発行もできる。

答
質
　
疑

●江津市印鑑登録及び証明に関する条例（一部改正）

解体予定の市営住宅黒松団地の用途
廃止に伴い所要の改正を行う

解体後の跡地利用については、どうなるのか。問
普通財産へ移管する。答

質
　
疑

●江津市営住宅管理条例（一部改正）

主要地方道田所国府線（有福温泉工
区）改築工事に伴い、移管予定区間を
市道として引き継ぎ、市道堂庭湯本線
として認定するもの

出湯橋付近の道路形態が悪いが、対策はとる
のか。

問
ポケットパークやゼブラゾーンを設置し、危
険がないような対策を予定している。

答
質
　
疑

●市道の路線認定

令和4年7月25日に契約を締結した
「川越地区防災複合施設新設工事」に
ついて工事内容の変更により、契約金
額を増額するもの

追加工事になった理由は。問
敷地の造成工事が遅延したことにより、当
初の発注段階で外構工事を含めることがで
きなかったため。

答質
　
疑

●工事請負契約の締結（川越地区防災複合施設）
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議
長
職
は
表
決
権
な
し

議決結果【第5回議会定例会】
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専決処分報告について
職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例制定
について
地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係
条例の整備に関する条例の制定について
職員の高齢者部分休業に関する条例の制定について
江津市印鑑登録及び証明に関する条例の一部を改正す
る条例制定について
江津市営住宅管理条例の一部を改正する条例制定について
江津市定住促進住宅管理条例の一部を改正する条例制
定について
江津市下水道事業の設置等に関する条例の制定について
江津市汚泥共同処理施設の管理に関する条例の制定に
ついて
江津市下水道事業に地方公営企業法の財務規定等を適
用することに伴う関係条例の整理に関する条例の制定に
ついて
江津市の議会の議員及び長の選挙における選挙運動用
自動車の使用の公営に関する条例等の一部を改正する
条例の制定について
公の施設に係る指定管理者の指定について
工事請負契約の締結について
市道の路線の認定について
令和4年度島根県江津市一般会計補正予算(第8号)を定
めることについて
令和4年度島根県江津市国民健康保険事業特別会計補
正予算（第3号）を定めることについて
令和4年度島根県江津市公共下水道事業特別会計補正
予算（第2号）を定めることについて
令和4年度島根県江津市農業集落排水事業特別会計補
正予算（第2号）を定めることについて
令和4年度島根県江津市水道事業会計補正予算（第2号）
を定めることについて
職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制
定について
市長等の給与に関する条例の一部を改正する条例制定について
江津市議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改
正する条例制定について
令和4年度島根県江津市一般会計補正予算(第9号)を定
めることについて
令和4年度島根県江津市国民健康保険事業特別会計補
正予算（第4号）を定めることについて
令和4年度島根県江津市後期高齢者医療事業特別会計
補正予算（第2号）を定めることについて
令和4年度島根県江津市公共下水道事業特別会計補正
予算（第3号）を定めることについて
令和4年度島根県江津市農業集落排水事業特別会計補
正予算（第3号）を定めることについて
令和4年度島根県江津市水道事業会計補正予算（第3号）
を定めることについて

執
行
部
提
案

○：賛成　  ●：反対　  △：欠席

本会議 における 賛成・反対意見

条例案は、市職員の定年年齢を65歳へ延長するもので、高齢
になってもこれまでの経験を活かした就業を可能にするもの
だが、財政難のため定年延長により新規採用が抑制される懸
念がある。また、移行措置によりフルタイム勤務・短時間の定
年延長・再任用職員・部分休業職員・会計年度任用職員な
どが混在し、正規職員と非正規職員の格差が職場の連帯感
を壊す可能性もある。職員が安心して働き続け、住民サービ
ス向上となるには、定員管理計画の変更が必要であり反対。 

地方公務員法の一部の改正に伴い、社会情勢に応じて高齢
期の職員が活躍しつつ、豊富な知識、技術、経験などを次の
世代に継承するために条例改正するもの。職員の定年年齢
を引き上げ・管理監督職勤務上限年齢制の導入・定年前再
任用短時間勤務制の導入など、組織全体の活力の維持と高
齢期における多様な生活設計の支援が図られており、地域
公共サービスの充実に資することから賛成。

反対 植田 圭介森川 佳英

職員の定年等に関する条例（一部改正）議案第55号

賛成

可決

条例案は、市職員の定年延長にともない、60歳以上の職員の
給与を７割に減額するもの。しかし、労働者の賃金は職務に
応じたもので、年齢が理由の減額は認められていない。一方
で、定年延長職員と現行の再任用職員に、業務の大きな差は
なく、60歳で役職定年となる職員へ、管理職相当の賃金を支
給するのは差別的。また、退職金の扱いも定年延長に対応し
たものとすべき。年齢を理由とした賃金の引き下げには反対。

条例改正は、職員の定年年齢の引き上げに伴い、60歳を超
える職員の給与水準を設定するもの。本来は60歳を超えて
も引き続き同一の職務を担うのであれば給与水準は維持さ
れるべきだが、他方では、現時点の民間企業における高齢
期雇用の給与水準の実情も考慮する必要がある。また、全
体としては現行の再任用制度と比べ、相応の処遇が確保さ
れていることから、一定の合理性があり賛成。

反対 植田 圭介森川 佳英

地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う
関係条例の整備に関する条例

議案第56号

賛成

可決

条例案は、市職員の定年延長にともない、高齢者部分休業の
適用を55歳以上とし、休業分は減給するものだが、コロナ禍
により人員不足や慢性的な長時間労働が問題となった状況
で、新規採用での人員確保のために多様な働き方を認める上
で障害となる可能性がある。それを回避するためには、定年
延長とあわせて市職員の定員管理計画を見直す必要があり、
それがないため反対。

条例改正は、職員の定年年齢の引き上げに伴い、55歳以降
の職員について、職員の任意の申請に基づき、公務の運営
に支障がない場合に部分休業ができるもの。定年年齢の引
き上げに伴い、柔軟な任用を確保することで、職員の多様な
生活設計を可能としつつ、適切な行政運営に資することから
賛成。

反対 植田 圭介森川 佳英

職員の高齢者部分休業に関する条例議案第57号

賛成

可決

補正予算案には、コロナ禍や物価高騰への対策が計上されて
おり、一定の評価はできる。ただ、燃料費支援はごく一部の事
業者のみが対象で、農林水産業や建設・建築・医療・福祉・
製造・卸・販売・飲食など、燃料費高騰の影響を受ける市内
事業者のほとんどに届かない。苦境にある市民・市内事業者
へ温かい支援の手を差し伸べる上で不十分な施策であるため
反対。

今回の補正は主に物価高騰対策にかかる予算となっている。
ごうつ地域応援券事業、燃料費高騰緊急対策補助金。また
農業における飼料や肥料に対する支援、そして人件費の調
整となっている。長引くコロナ禍や物価高騰に対し、今年度
中にさらなる対策を取ることは、景気の下支えはもとより、景
気回復に向けての足がかりとして重要である。限りある予算
の中で効果的な施策を検討し実施していると考え賛成。 

反対 坂手 洋介多田 伸治

令和4年度 一般会計補正予算（第８号）議案第68号

賛成

可決

条例案は、市長・副市長・教育長のボーナスを引き上げるものだが、共産党市議
団の政策提案や市民の要望に「財政的に厳しく困難」とする行政の責任者のボー
ナスを、市民が物価高騰や保険料などの負担で苦しむ状況で、上げることに市民
の理解は得られない。市政のトップであれば、自らのボーナス引き上げを提案する
前に、市民に寄り添った施策を打ち出すべきであり反対。

反対 多田 伸治

市長等の給与に関する条例（一部改正）議案第74号

可決

条例案は、市議会議員のボーナスを引き上げるものだが、「財政状況が厳しい」と
市民に様々な我慢を強いながら、新たな財政負担となる議員のボーナス引き上げ
に、市民の理解は得られない。市民に寄り添って、行政をチェックし、市政の最終
的な決定を下す議員として、このような動きに与するわけにはいかないため反対。

反対 多田 伸治

市議会議員の議員報酬等に関する条例（一部改正）　議案第75号

可決

補正予算案には、市長・副市長・教育長と市議会議員のボーナス引き上げの費用
も計上されている。物価高騰に苦しむ市民を横目に、「財政難」のはずがボーナス
を上げるのでは、市民の理解は得られない。市民に寄り添った施策にこそ税金を
使うべきで、市政の責任者や決定権を持つ者が、率先して受け取るべきものでは
ないため反対。

反対 多田 伸治

令和4年度 一般会計予算（第９号）議案第76号 可決
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専決処分報告について
職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例制定
について
地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係
条例の整備に関する条例の制定について
職員の高齢者部分休業に関する条例の制定について
江津市印鑑登録及び証明に関する条例の一部を改正す
る条例制定について
江津市営住宅管理条例の一部を改正する条例制定について
江津市定住促進住宅管理条例の一部を改正する条例制
定について
江津市下水道事業の設置等に関する条例の制定について
江津市汚泥共同処理施設の管理に関する条例の制定に
ついて
江津市下水道事業に地方公営企業法の財務規定等を適
用することに伴う関係条例の整理に関する条例の制定に
ついて
江津市の議会の議員及び長の選挙における選挙運動用
自動車の使用の公営に関する条例等の一部を改正する
条例の制定について
公の施設に係る指定管理者の指定について
工事請負契約の締結について
市道の路線の認定について
令和4年度島根県江津市一般会計補正予算(第8号)を定
めることについて
令和4年度島根県江津市国民健康保険事業特別会計補
正予算（第3号）を定めることについて
令和4年度島根県江津市公共下水道事業特別会計補正
予算（第2号）を定めることについて
令和4年度島根県江津市農業集落排水事業特別会計補
正予算（第2号）を定めることについて
令和4年度島根県江津市水道事業会計補正予算（第2号）
を定めることについて
職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制
定について
市長等の給与に関する条例の一部を改正する条例制定について
江津市議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改
正する条例制定について
令和4年度島根県江津市一般会計補正予算(第9号)を定
めることについて
令和4年度島根県江津市国民健康保険事業特別会計補
正予算（第4号）を定めることについて
令和4年度島根県江津市後期高齢者医療事業特別会計
補正予算（第2号）を定めることについて
令和4年度島根県江津市公共下水道事業特別会計補正
予算（第3号）を定めることについて
令和4年度島根県江津市農業集落排水事業特別会計補
正予算（第3号）を定めることについて
令和4年度島根県江津市水道事業会計補正予算（第3号）
を定めることについて

執
行
部
提
案

○：賛成　  ●：反対　  △：欠席

本会議 における 賛成・反対意見

条例案は、市職員の定年年齢を65歳へ延長するもので、高齢
になってもこれまでの経験を活かした就業を可能にするもの
だが、財政難のため定年延長により新規採用が抑制される懸
念がある。また、移行措置によりフルタイム勤務・短時間の定
年延長・再任用職員・部分休業職員・会計年度任用職員な
どが混在し、正規職員と非正規職員の格差が職場の連帯感
を壊す可能性もある。職員が安心して働き続け、住民サービ
ス向上となるには、定員管理計画の変更が必要であり反対。 

地方公務員法の一部の改正に伴い、社会情勢に応じて高齢
期の職員が活躍しつつ、豊富な知識、技術、経験などを次の
世代に継承するために条例改正するもの。職員の定年年齢
を引き上げ・管理監督職勤務上限年齢制の導入・定年前再
任用短時間勤務制の導入など、組織全体の活力の維持と高
齢期における多様な生活設計の支援が図られており、地域
公共サービスの充実に資することから賛成。

反対 植田 圭介森川 佳英

職員の定年等に関する条例（一部改正）議案第55号

賛成

可決

条例案は、市職員の定年延長にともない、60歳以上の職員の
給与を７割に減額するもの。しかし、労働者の賃金は職務に
応じたもので、年齢が理由の減額は認められていない。一方
で、定年延長職員と現行の再任用職員に、業務の大きな差は
なく、60歳で役職定年となる職員へ、管理職相当の賃金を支
給するのは差別的。また、退職金の扱いも定年延長に対応し
たものとすべき。年齢を理由とした賃金の引き下げには反対。

条例改正は、職員の定年年齢の引き上げに伴い、60歳を超
える職員の給与水準を設定するもの。本来は60歳を超えて
も引き続き同一の職務を担うのであれば給与水準は維持さ
れるべきだが、他方では、現時点の民間企業における高齢
期雇用の給与水準の実情も考慮する必要がある。また、全
体としては現行の再任用制度と比べ、相応の処遇が確保さ
れていることから、一定の合理性があり賛成。

反対 植田 圭介森川 佳英

地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う
関係条例の整備に関する条例

議案第56号

賛成

可決

条例案は、市職員の定年延長にともない、高齢者部分休業の
適用を55歳以上とし、休業分は減給するものだが、コロナ禍
により人員不足や慢性的な長時間労働が問題となった状況
で、新規採用での人員確保のために多様な働き方を認める上
で障害となる可能性がある。それを回避するためには、定年
延長とあわせて市職員の定員管理計画を見直す必要があり、
それがないため反対。

条例改正は、職員の定年年齢の引き上げに伴い、55歳以降
の職員について、職員の任意の申請に基づき、公務の運営
に支障がない場合に部分休業ができるもの。定年年齢の引
き上げに伴い、柔軟な任用を確保することで、職員の多様な
生活設計を可能としつつ、適切な行政運営に資することから
賛成。

反対 植田 圭介森川 佳英

職員の高齢者部分休業に関する条例議案第57号

賛成

可決

補正予算案には、コロナ禍や物価高騰への対策が計上されて
おり、一定の評価はできる。ただ、燃料費支援はごく一部の事
業者のみが対象で、農林水産業や建設・建築・医療・福祉・
製造・卸・販売・飲食など、燃料費高騰の影響を受ける市内
事業者のほとんどに届かない。苦境にある市民・市内事業者
へ温かい支援の手を差し伸べる上で不十分な施策であるため
反対。

今回の補正は主に物価高騰対策にかかる予算となっている。
ごうつ地域応援券事業、燃料費高騰緊急対策補助金。また
農業における飼料や肥料に対する支援、そして人件費の調
整となっている。長引くコロナ禍や物価高騰に対し、今年度
中にさらなる対策を取ることは、景気の下支えはもとより、景
気回復に向けての足がかりとして重要である。限りある予算
の中で効果的な施策を検討し実施していると考え賛成。 

反対 坂手 洋介多田 伸治

令和4年度 一般会計補正予算（第８号）議案第68号

賛成

可決

条例案は、市長・副市長・教育長のボーナスを引き上げるものだが、共産党市議
団の政策提案や市民の要望に「財政的に厳しく困難」とする行政の責任者のボー
ナスを、市民が物価高騰や保険料などの負担で苦しむ状況で、上げることに市民
の理解は得られない。市政のトップであれば、自らのボーナス引き上げを提案する
前に、市民に寄り添った施策を打ち出すべきであり反対。

反対 多田 伸治

市長等の給与に関する条例（一部改正）議案第74号

可決

条例案は、市議会議員のボーナスを引き上げるものだが、「財政状況が厳しい」と
市民に様々な我慢を強いながら、新たな財政負担となる議員のボーナス引き上げ
に、市民の理解は得られない。市民に寄り添って、行政をチェックし、市政の最終
的な決定を下す議員として、このような動きに与するわけにはいかないため反対。

反対 多田 伸治

市議会議員の議員報酬等に関する条例（一部改正）　議案第75号

可決

補正予算案には、市長・副市長・教育長と市議会議員のボーナス引き上げの費用
も計上されている。物価高騰に苦しむ市民を横目に、「財政難」のはずがボーナス
を上げるのでは、市民の理解は得られない。市民に寄り添った施策にこそ税金を
使うべきで、市政の責任者や決定権を持つ者が、率先して受け取るべきものでは
ないため反対。

反対 多田 伸治

令和4年度 一般会計予算（第９号）議案第76号 可決
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産後ケア事業所

市
議

市QA＆

の

の

江津市をもっと
暮らしやすくするには、
こうしたらいいな

一般質問一
般
質
問
と
は
？

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
内

容
に
つ
い
て
、市
議
会
議
員
が
市
に
対
し

て
質
問
を
行
い
ま
す
。原
稿
は
質
問
し
た

議
員
自
身
が
、主
な
質
問
に
つ
い
て
要
旨

を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

※一般質問は江津市議会公式YouTubeチャンネルに
動画を掲載しています。

　また、一般質問の全ての議事録は市のホームページの
「市議会」→「会議録検索」からも見ることができます。  
(ただし掲載は次期定例会の前になります)

Q
．マ
ス
ク
着
用
で
の
あ
る
べ
き
指

導
、改
善
す
べ
き
点
は
。

A
．感
染
状
況
を
確
認
す
る
中
で
メ
リ

ハ
リ
の
あ
る
対
応
を
し
、マ
ス
ク
を

し
な
く
て
も
い
い
場
で
は
、外
し
て

も
い
い
よ
と
繰
り
返
し
発
信
す
る
。

Q
．マ
ス
ク
着
用
で
の
健
康
・
成
長
へ
の

デ
メ
リ
ッ
ト
が
言
わ
れ
る
。対
応
を
。

A
．幼
児
へ
は
、マ
ス
ク
越
し
の
表
情
や

声
の
ト
ー
ン
を
工
夫
し
て
い
る
。児

童
・
生
徒
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

影
響
す
る
と
の
指
摘
も
あ
り
、配
慮

し
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
対
応
し
て
い
る
。

【
子
育
て
】

Q
．全
て
の
新
生
児
が
新
生
児
聴
覚

検
査
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
公
費

負
担
を
。

A
．こ
れ
ま
で
も
少
子
化
対
策
と
し
て

交
付
税
措
置
が
あ
っ
た
。状
況
を

踏
ま
え
公
費
負
担
の
あ
り
方
を
協

議
す
る
。

Q
．保
育
施
設
で
出
た
紙
お
む
つ
は
、

保
育
施
設
で
処
分
す
る
動
き
が

全
国
的
に
進
ん
で
い
る
。本
市
の

現
状
は
。

A
．11
施
設
の
う
ち
４
施
設
で
処
分
を

実
施
し
て
い
る
。

Q
．公
共
施
設
へ
紙
お
む
つ
が
捨
て

ら
れ
る
専
用
ご
み
箱
の
設
置
を
。

A
．ベッ
ド
設
置
の
施
設
で
も
、紙
お
む

つ
は
持
ち
帰
り
に
な
っ
て
い
る
。

Q
登
下
校
で
の
マ
ス
ク
は
必
要
な
い

子
ど
も
た
ち
へ
外
す
声
か
け
を

A
「
屋
外
で
は
マ
ス
ク
を
外
し
て

い
い
」
と
声
を
か
け
て
い
る

鍛治 恵巳子

Q
．本
市
で
も
実
施
中
の
妊
娠
・
出
産

包
括
支
援
事
業
と
は
。

A
．地
域
で
妊
娠
か
ら
出
産
子
育
て
期

ま
で
切
れ
目
な
く
支
援
す
る
国
の

事
業
。本
市
で
も
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、専

門
職
員
が
相
談
支
援
や
産
後
ケ
ア

事
業
を
実
施
。

Q
．産
後
ケ
ア
事
業
の
状
況
は
。

A
．市
内
の
助
産
院
に
業
務
を
委
託
。

本
市
で
は
、母
子
が
通
所
す
る
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
型
と
、助
産
師
が
家

庭
訪
問
す
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
を

実
施
。１
日
利
用
と
半
日
利
用
を

設
け
、課
税
世
帯
と
非
課
税
世
帯

で
利
用
料
金
が
違
う
。

Q
．利
用
条
件
と
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
。

A
．利
用
条
件
は
本
市
に
住
所
が
あ
る

生
後
12
カ
月
未
満
の
母
子
で
、助

産
院
へ
電
話
予
約
。１
人
７
日
を

上
限
に
、健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
授
乳
指

導
・
乳
房
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
育
児
の
悩

み
相
談
・
産
後
の
心
身
の
疲
労
回

復
ケ
ア
を
行
う
。

Q
．利
用
状
況
や
利
用
者
の
声
は
。

A
．出
生
数
の
半
数
が
利
用
し
、利
用
者

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
好
評
価
で
順
調
。

Q
．事
業
の
周
知
方
法
は
。

A
．妊
産
婦
へ
様
々
な
場
面
で
説
明
し
、

近
隣
の
産
科
医
療
機
関
に
チ
ラ
シ

を
設
置
。本
市
や
子
育
て
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
。

Q
地
域
で
安
心
し
て
子
ど
も
を

産
み
・
育
て
る
環
境
の
整
備
は

A
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
か
け
て

総
合
的
に
支
援
す
る
拠
点
を
設
置

坂田 優美

Q
．本
市
の
高
過
ぎ
る
水
道
料
金
へ

の
市
長
の
認
識
は
。

A
．水
道
料
金
は
利
益
を
求
め
た
も
の

で
は
な
く
、公
共
の
福
祉
の
増
進

を
目
的
と
し
た
設
定
と
認
識
し
て

い
る
。

Q
．そ
う
は
言
っ
て
も
高
い
。水
道
料

金
の
軽
減
を
求
め
る
。

A
．財
政
が
厳
し
く
引
き
下
げ
は
困
難
。

Q
．独
居
や
高
齢
世
帯
は
基
本
料
金

の
月
７
㎥
ま
で
使
わ
な
い
。そ
れ

ら
の
世
帯
の
料
金
を
１
㎥
毎
に

で
き
な
い
か
。

A
．財
政
が
厳
し
く
基
本
料
金
の
細
分

化
は
困
難
。

Q
．松
江
市
や
益
田
市
で
は
、物
価
高

騰
対
策
で
水
道
料
金
減
免
を
行

う
。本
市
で
も
実
施
を
。

A
．現
時
点
で
減
免
の
予
定
は
な
い
。

Q
．定
住
対
策
と
し
て
、多
子
世
帯
や

大
家
族
な
ど
、使
用
水
量
の
多
い

世
帯
へ
の
料
金
軽
減
を
。

A
．定
住
対
策
は
他
の
事
業
が
あ
る
。

水
道
料
金
の
軽
減
の
予
定
は
な
い
。

Q
．江
津
工
業
団
地
の
誘
致
企
業
に

は
原
水
の
負
担
軽
減
を
行
っ
て

い
る
。市
内
事
業
者
の
水
道
料
金

も
軽
減
を
。

A
．実
施
す
る
考
え
は
な
い
。

Q
40
年
来
の
課
題
で
あ
る

高
過
ぎ
る
水
道
料
金
の
軽
減
を

A
考
え
て
い
な
い

多田 伸治

江津市議会
公式ＹｏｕＴｕｂｅ
チャンネル

県内８市の水道料金比較
1カ月20㎥使用の家庭用料金
大田市
江津市
雲南市
松江市
安来市
浜田市
出雲市
益田市

5005円
4807円
3980円
3597円
3515円
3509円
3330円
3245円

島根県資料より作成
（令和3年3月末時点）
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A
．財
政
が
厳
し
く
基
本
料
金
の
細
分

化
は
困
難
。

Q
．松
江
市
や
益
田
市
で
は
、物
価
高

騰
対
策
で
水
道
料
金
減
免
を
行

う
。本
市
で
も
実
施
を
。

A
．現
時
点
で
減
免
の
予
定
は
な
い
。

Q
．定
住
対
策
と
し
て
、多
子
世
帯
や

大
家
族
な
ど
、使
用
水
量
の
多
い

世
帯
へ
の
料
金
軽
減
を
。

A
．定
住
対
策
は
他
の
事
業
が
あ
る
。

水
道
料
金
の
軽
減
の
予
定
は
な
い
。

Q
．江
津
工
業
団
地
の
誘
致
企
業
に

は
原
水
の
負
担
軽
減
を
行
っ
て

い
る
。市
内
事
業
者
の
水
道
料
金

も
軽
減
を
。

A
．実
施
す
る
考
え
は
な
い
。

Q
40
年
来
の
課
題
で
あ
る

高
過
ぎ
る
水
道
料
金
の
軽
減
を

A
考
え
て
い
な
い

多田 伸治

江津市議会
公式ＹｏｕＴｕｂｅ
チャンネル

県内８市の水道料金比較
1カ月20㎥使用の家庭用料金
大田市
江津市
雲南市
松江市
安来市
浜田市
出雲市
益田市

5005円
4807円
3980円
3597円
3515円
3509円
3330円
3245円

島根県資料より作成
（令和3年3月末時点）
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Q
学
校
給
食
で
の
目
標

地
元
産
直
率
40
％
の
達
成
状
況
は

A
令
和
３
年
度
は
35
・
25
％

森川 佳英

Q
．旧
三
江
線
の
廃
線
跡
地
を
個
人

や
自
治
会
で
除
草
な
ど
し
た
費

用
の
Ｊ
Ｒ
西
日
本
へ
の
請
求
は
。

A
．Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
直
接
請
求
は
で
き

な
い
が
、他
の
沿
線
自
治
体
に
お
い

て
自
治
体
経
由
で
委
託
料
支
出
事

例
が
あ
り
、こ
れ
を
検
討
材
料
に

し
た
い
。

Q
．旧
川
戸
駅
周
辺
の
再
開
発
計
画

の
現
状
は
。

A
．桜
江
町
の
５
つ
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
組
織
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

を
構
成
員
と
す
る「
桜
江
地
域
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
」を
早
期
に
設

立
し
、桜
江
地
域
の
拠
点
や
旧
川

戸
駅
周
辺
整
備
の
あ
り
方
な
ど
に

つ
い
て
官
民
協
同
で
検
討
を
深
め

ら
れ
れ
ば
と
考
え
る
。

Q
．Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
な
ど
を
含
め
た
新
た
な

移
動
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
な
ど
、今

後
の
江
津
市
公
共
交
通
の
展
開
は
。

A
．現
時
点
で
は
具
体
的
な
予
定
は
な

い
が
、技
術
革
新
や
移
動
サ
ー
ビ
ス

の
変
化
を
見
据
え
な
が
ら
、今
後

の
公
共
交
通
政
策
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。策
定

中
の
地
域
公
共
交
通
計
画
で
も

「
Ｍａ
ａ
Ｓ
導
入
の
検
討
」を
施
策
と

し
て
掲
げ
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

Q
地
域
公
共
交
通
計
画
策
定
の

現
在
の
状
況
は

A
地
域
公
共
交
通
会
議
で
同
意
済
み

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施
予
定

渡辺 信明地域公共交通の集まるJR江津駅

Q
．今
後
需
要
が
高
ま
る
と
考
え
ら

れ
る
人
材
に
つ
い
て
の
認
識
は
。

A
．社
会
や
地
域
が
直
面
す
る
課
題
の

解
決
に
向
け
、自
分
自
身
の
役
割

を
考
え
る
と
と
も
に
、日
本
や
世

界
で
活
躍
で
き
る
人
材
。

Q
．将
来
を
見
据
え
た
教
育
に
つ
い

て
の
認
識
は
。

A
．主
体
的
、協
働
的
な
学
び
の
促
進

や
、観
察
、実
験
環
境
の
充
実
等
、

課
題
解
決
的
な
学
習
や
、理
数
教

育
の
充
実
等
を
図
っ
た
学
習
指
導

要
領
の
推
進
や
、児
童
・
生
徒
の

才
能
を
伸
ば
す
取
組
な
ど
、課
題

研
究
な
ど
を
通
じ
た
才
能
豊
か
な

児
童
・
生
徒
の
継
続
的
、体
系
的

な
育
成
に
向
け
た
教
育
の
推
進
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

【
市
営
住
宅
】

Q
．今
後
の
市
営
住
宅
整
備
方
針
は
。

A
．人
口
動
態
や
財
政
事
情
、そ
し
て

地
域
性
な
ど
様
々
な
観
点
か
ら
合

理
的
、計
画
的
に
整
備
す
る
。

Q
．整
備
計
画
の
見
直
し
や
改
定
の

必
要
性
は
。

A
．高
齢
化
と
人
口
減
少
と
い
う
状
況

で
、都
市
計
画
あ
る
い
は
地
域
計
画

な
ど
、将
来
を
見
据
え
た
公
営
住

宅
の
位
置
づ
け
、役
割
と
いっ
た
も

の
を
再
度
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。

Q
児
童
・
生
徒
の
理
数
系
科
目
に

対
す
る
認
識
は

A
大
切
だ
と
感
じ
て
い
る
児
童
・

生
徒
の
割
合
は
高
い

坂手 洋介（仮称）第二江津中央団地 安全祈願祭

Q
．市
長
の
選
挙
公
約
の
う
ち
、子
育

て
支
援
な
ど
に
関
し
て
、実
現
に

向
け
た
予
算
編
成
と
な
り
得
る
か
。

A
．第
３
子
以
降
の
経
済
的
負
担
軽
減

に
つ
い
て
は
、現
在
の
保
育
料
軽
減

を
引
き
続
き
行
い
、国
に
よ
る
出
産

支
援
な
ど
が
拡
充
予
定
で
あ
り
、

本
市
も
有
効
な
支
援
を
行
い
た
い
。

他
の
公
約
に
つ
い
て
も
実
効
性
の

あ
る
予
算
と
な
る
よ
う
、リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
と
っ
て
い
く
。

【
機
構
改
革
】

Q
．新
た
な
市
長
と
なっ
た
こ
と
や
定
年
年

齢
の
延
長
な
ど
、タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
す

こ
と
な
く
部
長
制
の
再
導
入
な
ど
含
め

て
、組
織
・
機
構
を
見
直
す
べ
き
で
は
。

A
．職
制
も
含
め
、現
在
部
門
参
事
を
中

心
に
令
和
５
年
度
に
向
け
た
全
体
的

な
組
織
機
構
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
う
な
ど
検
討
を
進
め
て
い
る
。

Q
令
和
５
年
度
予
算
編
成
の

基
本
的
考
え
は

A
新
た
に
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に

重
点
を
置
く

森脇 悦朗解体が急がれる廃校舎

Q
．多
数
を
占
め
る
家
族
農
業
を
応
援

す
る
所
得
補
償
・
価
格
保
障
は
。

A
．米
の
生
産
コ
ス
ト
は
60
㎏
あ
た
り

１
万
８
９
３
３
円
で
、平
均
取
引
価

格
が
１
万
３
５
５
７
円
の
た
め
厳
し

い
状
況
だ
が
、価
格
保
障
は
な
く
、

収
入
減
少
影
響
緩
和
交
付
金
制
度

の
交
付
例
は
市
内
で
１
件
の
み
。

Q
．市
独
自
に
米
60
㎏
１
万
５
０
０
０

円
の
保
障
や
機
械
更
新
支
援
を
。

A
．有
機
農
業
の
推
進
や
直
売
所
を

通
じ
た
地
産
地
消
の
推
進
、果
樹
・

園
芸
・
畜
産
な
ど
の
収
益
力
の
高

い
経
営
体
の
育
成
を
行
う
。

Ｍ
ａ
ａ
Ｓ（
マ
ー
ス
）と
は

情
報
通
信
技
術（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）の
発
達
を
背
景
に

生
ま
れ
た
次
世
代
の
移
動
サ
ー
ビ
ス
。

【
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
】

Q
．財
政
事
情
か
ら
先
延
ば
し
と
な
っ

て
い
る
旧
市
民
会
館
や
廃
校
舎
な

ど
の
除
却
に
つ
い
て
登
別
市
の

「
廃
止
施
設
等
除
却
プ
ラ
ン
」を

参
考
に
計
画
的
に
実
施
を
。

A
．本
市
に
は
こ
う
し
た
詳
細
な
解
体

プ
ラ
ン
は
な
い
が
、市
民
の
皆
さ
ん

は
そ
れ
ら
の
建
物
が
急
速
に
老
朽

化
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、不
安

に
感
じ
て
い
る
と
思
う
。財
政
的

な
制
約
の
中
で
、市
民
負
担
の
少

な
い
手
法
を
選
択
し
、年
次
的
解

体
の
推
進
に
努
め
た
い
。

令和３年度
学校給食の主な野菜等の自給率
（「サンピコ」取り扱い分）

分類

いも類

野菜類

    品目
ジャガイモ
サツマイモ
タマネギ
キュウリ
セロリ
パセリ
ニラ
キャベツ
ニンジン
ピーマン
カボチャ
ダイコン
ネギ
ゴボウ
ナス
ハクサイ
玄米
黒米

地産率
49％
7％
8％
6％
0％
0％

22％
52％
32％
43％
38％
41％
33％
74％
66％
40％
100％
100％

米　類

Q
．学
校
給
食
で
の
地
元
産
直
率
の
目

標
は
40
％
だ
が
、達
成
状
況
は
。

A
．令
和
３
年
度
は
35
・
25
％
。

Q
．タ
マ
ネ
ギ
、キ
ャ
ベ
ツ
の
産
直
率
が

低
い
。本
市
の
独
自
施
策
で
生
産

者
・
生
産
量
を
増
や
す
べ
き
で
は
。

A
．異
常
気
象
に
よ
る
収
穫
不
能
や
生

育
不
良
が
あ
り
、必
要
な
時
期
に
必

要
な
量
を
確
保
で
き
て
い
な
い
。生

産
者
と
の
連
携
を
深
め
、学
校
給
食

の
地
産
地
消
率
向
上
を
目
指
す
。

Q
．市
内
で
の
家
族
農
業
の
比
率
は
。

A
．市
内
に
農
業

経
営
体
が
２

５
６
あ
り
、

２
４
０
が
個

人
経
営
体
で

94
％
。
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Q
学
校
給
食
で
の
目
標

地
元
産
直
率
40
％
の
達
成
状
況
は

A
令
和
３
年
度
は
35
・
25
％

森川 佳英

Q
．旧
三
江
線
の
廃
線
跡
地
を
個
人

や
自
治
会
で
除
草
な
ど
し
た
費

用
の
Ｊ
Ｒ
西
日
本
へ
の
請
求
は
。

A
．Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
直
接
請
求
は
で
き

な
い
が
、他
の
沿
線
自
治
体
に
お
い

て
自
治
体
経
由
で
委
託
料
支
出
事

例
が
あ
り
、こ
れ
を
検
討
材
料
に

し
た
い
。

Q
．旧
川
戸
駅
周
辺
の
再
開
発
計
画

の
現
状
は
。

A
．桜
江
町
の
５
つ
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
組
織
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

を
構
成
員
と
す
る「
桜
江
地
域
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
」を
早
期
に
設

立
し
、桜
江
地
域
の
拠
点
や
旧
川

戸
駅
周
辺
整
備
の
あ
り
方
な
ど
に

つ
い
て
官
民
協
同
で
検
討
を
深
め

ら
れ
れ
ば
と
考
え
る
。

Q
．Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
な
ど
を
含
め
た
新
た
な

移
動
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
な
ど
、今

後
の
江
津
市
公
共
交
通
の
展
開
は
。

A
．現
時
点
で
は
具
体
的
な
予
定
は
な

い
が
、技
術
革
新
や
移
動
サ
ー
ビ
ス

の
変
化
を
見
据
え
な
が
ら
、今
後

の
公
共
交
通
政
策
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。策
定

中
の
地
域
公
共
交
通
計
画
で
も

「
Ｍａ
ａ
Ｓ
導
入
の
検
討
」を
施
策
と

し
て
掲
げ
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

Q
地
域
公
共
交
通
計
画
策
定
の

現
在
の
状
況
は

A
地
域
公
共
交
通
会
議
で
同
意
済
み

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施
予
定

渡辺 信明地域公共交通の集まるJR江津駅

Q
．今
後
需
要
が
高
ま
る
と
考
え
ら

れ
る
人
材
に
つ
い
て
の
認
識
は
。

A
．社
会
や
地
域
が
直
面
す
る
課
題
の

解
決
に
向
け
、自
分
自
身
の
役
割

を
考
え
る
と
と
も
に
、日
本
や
世

界
で
活
躍
で
き
る
人
材
。

Q
．将
来
を
見
据
え
た
教
育
に
つ
い

て
の
認
識
は
。

A
．主
体
的
、協
働
的
な
学
び
の
促
進

や
、観
察
、実
験
環
境
の
充
実
等
、

課
題
解
決
的
な
学
習
や
、理
数
教

育
の
充
実
等
を
図
っ
た
学
習
指
導

要
領
の
推
進
や
、児
童
・
生
徒
の

才
能
を
伸
ば
す
取
組
な
ど
、課
題

研
究
な
ど
を
通
じ
た
才
能
豊
か
な

児
童
・
生
徒
の
継
続
的
、体
系
的

な
育
成
に
向
け
た
教
育
の
推
進
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

【
市
営
住
宅
】

Q
．今
後
の
市
営
住
宅
整
備
方
針
は
。

A
．人
口
動
態
や
財
政
事
情
、そ
し
て

地
域
性
な
ど
様
々
な
観
点
か
ら
合

理
的
、計
画
的
に
整
備
す
る
。

Q
．整
備
計
画
の
見
直
し
や
改
定
の

必
要
性
は
。

A
．高
齢
化
と
人
口
減
少
と
い
う
状
況

で
、都
市
計
画
あ
る
い
は
地
域
計
画

な
ど
、将
来
を
見
据
え
た
公
営
住

宅
の
位
置
づ
け
、役
割
と
いっ
た
も

の
を
再
度
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。

Q
児
童
・
生
徒
の
理
数
系
科
目
に

対
す
る
認
識
は

A
大
切
だ
と
感
じ
て
い
る
児
童
・

生
徒
の
割
合
は
高
い

坂手 洋介（仮称）第二江津中央団地 安全祈願祭

Q
．市
長
の
選
挙
公
約
の
う
ち
、子
育

て
支
援
な
ど
に
関
し
て
、実
現
に

向
け
た
予
算
編
成
と
な
り
得
る
か
。

A
．第
３
子
以
降
の
経
済
的
負
担
軽
減

に
つ
い
て
は
、現
在
の
保
育
料
軽
減

を
引
き
続
き
行
い
、国
に
よ
る
出
産

支
援
な
ど
が
拡
充
予
定
で
あ
り
、

本
市
も
有
効
な
支
援
を
行
い
た
い
。

他
の
公
約
に
つ
い
て
も
実
効
性
の

あ
る
予
算
と
な
る
よ
う
、リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
と
っ
て
い
く
。

【
機
構
改
革
】

Q
．新
た
な
市
長
と
なっ
た
こ
と
や
定
年
年

齢
の
延
長
な
ど
、タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
す

こ
と
な
く
部
長
制
の
再
導
入
な
ど
含
め

て
、組
織
・
機
構
を
見
直
す
べ
き
で
は
。

A
．職
制
も
含
め
、現
在
部
門
参
事
を
中

心
に
令
和
５
年
度
に
向
け
た
全
体
的

な
組
織
機
構
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
う
な
ど
検
討
を
進
め
て
い
る
。

Q
令
和
５
年
度
予
算
編
成
の

基
本
的
考
え
は

A
新
た
に
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に

重
点
を
置
く

森脇 悦朗解体が急がれる廃校舎

Q
．多
数
を
占
め
る
家
族
農
業
を
応
援

す
る
所
得
補
償
・
価
格
保
障
は
。

A
．米
の
生
産
コ
ス
ト
は
60
㎏
あ
た
り

１
万
８
９
３
３
円
で
、平
均
取
引
価

格
が
１
万
３
５
５
７
円
の
た
め
厳
し

い
状
況
だ
が
、価
格
保
障
は
な
く
、

収
入
減
少
影
響
緩
和
交
付
金
制
度

の
交
付
例
は
市
内
で
１
件
の
み
。

Q
．市
独
自
に
米
60
㎏
１
万
５
０
０
０

円
の
保
障
や
機
械
更
新
支
援
を
。

A
．有
機
農
業
の
推
進
や
直
売
所
を

通
じ
た
地
産
地
消
の
推
進
、果
樹
・

園
芸
・
畜
産
な
ど
の
収
益
力
の
高

い
経
営
体
の
育
成
を
行
う
。

Ｍ
ａ
ａ
Ｓ（
マ
ー
ス
）と
は

情
報
通
信
技
術（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）の
発
達
を
背
景
に

生
ま
れ
た
次
世
代
の
移
動
サ
ー
ビ
ス
。

【
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
】

Q
．財
政
事
情
か
ら
先
延
ば
し
と
な
っ

て
い
る
旧
市
民
会
館
や
廃
校
舎
な

ど
の
除
却
に
つ
い
て
登
別
市
の

「
廃
止
施
設
等
除
却
プ
ラ
ン
」を

参
考
に
計
画
的
に
実
施
を
。

A
．本
市
に
は
こ
う
し
た
詳
細
な
解
体

プ
ラ
ン
は
な
い
が
、市
民
の
皆
さ
ん

は
そ
れ
ら
の
建
物
が
急
速
に
老
朽

化
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、不
安

に
感
じ
て
い
る
と
思
う
。財
政
的

な
制
約
の
中
で
、市
民
負
担
の
少

な
い
手
法
を
選
択
し
、年
次
的
解

体
の
推
進
に
努
め
た
い
。

令和３年度
学校給食の主な野菜等の自給率
（「サンピコ」取り扱い分）

分類

いも類

野菜類

    品目
ジャガイモ
サツマイモ
タマネギ
キュウリ
セロリ
パセリ
ニラ
キャベツ
ニンジン
ピーマン
カボチャ
ダイコン
ネギ
ゴボウ
ナス
ハクサイ
玄米
黒米

地産率
49％
7％
8％
6％
0％
0％

22％
52％
32％
43％
38％
41％
33％
74％
66％
40％
100％
100％

米　類

Q
．学
校
給
食
で
の
地
元
産
直
率
の
目

標
は
40
％
だ
が
、達
成
状
況
は
。

A
．令
和
３
年
度
は
35
・
25
％
。

Q
．タ
マ
ネ
ギ
、キ
ャ
ベ
ツ
の
産
直
率
が

低
い
。本
市
の
独
自
施
策
で
生
産

者
・
生
産
量
を
増
や
す
べ
き
で
は
。

A
．異
常
気
象
に
よ
る
収
穫
不
能
や
生

育
不
良
が
あ
り
、必
要
な
時
期
に
必

要
な
量
を
確
保
で
き
て
い
な
い
。生

産
者
と
の
連
携
を
深
め
、学
校
給
食

の
地
産
地
消
率
向
上
を
目
指
す
。

Q
．市
内
で
の
家
族
農
業
の
比
率
は
。

A
．市
内
に
農
業

経
営
体
が
２

５
６
あ
り
、

２
４
０
が
個

人
経
営
体
で

94
％
。
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解体後

危険空家

Q
．本
市
も
出
席
し
て
い
る
島
根
県
地

域
医
療
構
想
調
整
会
議
に
お
い
て

も
、医
師
確
保
の
取
り
組
み
を
。

A
．こ
れ
ま
で
の
調
整
会
議
で
は
、十

分
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。今

後
は
地
域
課
題
に
沿
っ
て
医
師
確

保
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
る
べ
き
と

考
え
る
。

Q
．本
市
に
お
い
て
、不
採
算
地
区
病

院
の
該
当
が
あ
る
と
思
う
が
、特

別
交
付
税
の
措
置
は
な
い
の
か
。

A
．本
市
に
お
い
て
は
、済
生
会
江
津
総

合
病
院
が
該
当
に
な
る
。12
月
交

付
分
で
算
定
交
付
さ
れ
る
予
定
。

Q
持
続
的
な
地
域
医
療

介
護
体
制
の
構
築
を

A
限
り
あ
る
人
材
を
踏
ま
え

体
制
整
備
を
図
っ
て
い
く

植田 圭介

Q
．当
初
予
算
の
執
行
状
況
は
。

A
．令
和
４
年
度
当
初
予
算
で
、１
件

あ
た
り
上
限
１
０
０
万
円
の
予
算

を
６
件
分
計
上
し
て
い
る
。こ
の

６
件
に
つ
い
て
は
、す
で
に
補
助
金

交
付
決
定
を
し
て
、う
ち
３
件
は

除
却
が
完
了
。こ
れ
以
外
に
も
、

補
助
対
象
と
な
り
得
る
か
否
か
の

事
前
調
査
の
申
請
が
な
さ
れ
て
い

る
。調
査
の
結
果
、補
助
対
象
と

な
る
老
朽
危
険
空
家
が
６
件
あ

り
、令
和
４
年
度
予
算
で
は
対
応

で
き
な
い
状
況
。

Q
．令
和
５
年
度
は
さ
ら
に
ニ
ー
ズ

が
高
ま
る
の
で
は
な
い
か
。

A
．令
和
４
年
度
、江
津
市
老
朽
危

険
空
家
除
却
支
援
事
業
を
開
始

し
た
と
こ
ろ
、問
い
合
わ
せ
な
ど

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。ま
た
、

令
和
５
年
度
予
算
で
補
助
対
象

と
し
て
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
老

朽
危
険
空
家
が
既
に
６
件
あ
る
。

江
津
市
空
家
等
対
策
計
画
に
お

い
て
も
、基
本
方
針
の
１
つ
に
管

理
不
全
な
空
家
な
ど
の
解
消
を

掲
げ
、そ
の
基
本
的
施
策
と
し
て

老
朽
危
険
空
家
な
ど
の
除
却
支

援
の
推
進
を
定
め
て
お
り
、今
後

の
申
請
や
相
談
状
況
を
見
な
が

ら
対
応
し
た
い
。

Q
老
朽
危
険
空
家
除
却
支
援
事
業

の
予
算
増
を
求
め
る

A
住
民
の
ニ
ー
ズ
は
高
い
も
の
と

感
じ
て
い
る

山根 兼三郎

Q
．過
去
に
青
陵
中
北
側
が
最
終
選

定
さ
れ
た
。再
度
比
較
検
討
す
る

調
査
費
の
整
合
性
は
あ
る
の
か
。

A
．関
係
者
の
意
向
や
教
育
的
効
果
を

比
較
検
討
し
、事
業
を
進
め
た
い
。

Q
．学
校
建
設
費
は
40
億
円
と
も
言

わ
れ
て
い
る
。市
民
の
最
優
先
は

図
書
館
建
設
で
あ
り
、こ
れ
は
後

回
し
に
な
る
の
か
。ま
た
、財
政

圧
迫
の
認
識
は
あ
る
の
か
。

A
．事
業
の
調
整
を
図
り
、財
政
負
担
と

な
ら
な
い
よ
う
に
計
画
し
て
い
る
。

Q
図
書
館
よ
り
も
西
部
統
合
小
学
校
の

建
設
を
優
先
す
る
理
由
は

A
校
舎
や
体
育
館
の
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
た
め

植田 好雄

「
不
採
算
地
区
病
院
」と
は

経
営
条
件
の
厳
し
い
地
域
に
所
在
し
、地
域
に

お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
不
採
算
な
医
療
機
能

を
担
う
病
院
。

※

不
採
算
地
区
病
院
へ
地
方
公
共
団
体
が
助

成
金
を
出
し
て
い
る
場
合
は
、特
別
交
付
税

措
置
の
対
象
と
な
る
。

【
居
場
所
づ
く
り
】

Q
．全
国
的
に
不
登
校
が
増
え
て
い

る
が
本
市
の
状
況
は
。

A
．令
和
３
年
度
の
不
登
校
児
童
・
生
徒

数
は
、小
学
校
19
人
、中
学
校
31
人

の
計
50
人
。令
和
４
年
度
に
お
い
て
も

１
学
期
末
で
既
に
計
30
人
で
、増
加

傾
向
に
あ
る
。高
校
は
未
把
握
。

Q
．保
護
者
、地
域
含
め
て
不
登
校
の
居

場
所
づ
く
り
が
必
要
。ま
た
、不
登

校
に
限
ら
ず
高
齢
者
、働
き
ざ
か
り

な
ど
全
て
の
人
を
対
象
に
し
た
居

場
所
づ
く
り
が
必
要
で
は
な
い
か
。

A
．現
在
は「
と
き
ま
ち
」の
開
設
や「
断

ら
な
い
相
談
支
援
」を
実
施
し
て
い

る
。今
後
、

属
性
を

問
わ
な
い

居
場
所
づ

く
り
は
必

要
と
考
え

る
。

江津本町にある居場所
「ときまち」（令和4年7月開設）

総務民生委員会 行政視察報告（10月28日 邑南町）

子育て支援、人口減少対策　
邑南町では2011年度に「日本一の子育て村構想」
を策定し、2020年度までの10年間に「地域で子
育て」をキーワードに住民・地域・行政が一体となっ
た取り組みを意識し、事業を展開されていました。
目玉施策として「0歳から中学卒業までの医療費
無料」、「保育料を所得制限無しで第2子以降完
全無料」、「24時間救急受付などの安心な医療
体制の確立」などが上げられます。人口減少は続
いていますが、18歳未満の全人口に占める割合
が横ばいであり、子育て世帯の30~44歳、0~9
歳の人口が増加しています。

また、邑南町は、「高校がない町には若い人は住
まない」との危機意識のもと、町として様々な施策
が実施されています。県立の学生寮に加えて、町
が研修施設として位置づけた寮を設置・運営し
ています。
その他にも、通学支援や無料オンライン補習塾、
魅力化コンソーシアム設立による取り組みなどが
あり、3年連続志願者倍率1.0倍以上を実現して
います。
子ども・子育てを軸としてまちづくりが進められ、
まちの存続と町民の笑顔が両立されていました。

今後本市における人口減少対策、子育て支援な
どを考える上で非常に参考になりました。機会を
見て様々な提言をしていきます。

解体前

Q
．建
設
あ
り
き
で
は
な
く
、小
学
校

存
続
の
選
択
肢
を
含
め
た
再
検

討
も
必
要
で
は
な
い
の
か
。

A
．こ
れ
ま
で
時
期
を
延
期
し
て
い
た

が
、新
庁
舎
が
完
成
し
た
こ
と
か

ら
進
め
た
い
。

Q
．再
度
、地
域
と
の
合
意
形
成
は
し

な
い
の
か
。

A
．今
の
と
こ
ろ
再
度
の
意
見
集
約
は

考
え
て
い
な
い
。

【
瓦
産
業
の
支
援
】

Q
．瓦
産
業
の
現
状
認
識
は
。

A
．最
盛
期
の
１
割
ま
で
減
少
。物
価

高
騰
も
あ
り
、厳
し
く
な
っ
て
い
る
。

Q
．販
路
拡
大
な
ど
の
支
援
は
。

A
．本
市
単
独
で
の
支
援
に
は
限
界
が
あ

る
。県
及
び
関
係
機
関
、近
隣
市
に

も
支
援
継
続
を
強
く
働
き
か
け
る
。

川波小学校の校舎
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解体後

危険空家

Q
．本
市
も
出
席
し
て
い
る
島
根
県
地

域
医
療
構
想
調
整
会
議
に
お
い
て

も
、医
師
確
保
の
取
り
組
み
を
。

A
．こ
れ
ま
で
の
調
整
会
議
で
は
、十

分
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。今

後
は
地
域
課
題
に
沿
っ
て
医
師
確

保
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
る
べ
き
と

考
え
る
。

Q
．本
市
に
お
い
て
、不
採
算
地
区
病

院
の
該
当
が
あ
る
と
思
う
が
、特

別
交
付
税
の
措
置
は
な
い
の
か
。

A
．本
市
に
お
い
て
は
、済
生
会
江
津
総

合
病
院
が
該
当
に
な
る
。12
月
交

付
分
で
算
定
交
付
さ
れ
る
予
定
。

Q
持
続
的
な
地
域
医
療

介
護
体
制
の
構
築
を

A
限
り
あ
る
人
材
を
踏
ま
え

体
制
整
備
を
図
っ
て
い
く

植田 圭介

Q
．当
初
予
算
の
執
行
状
況
は
。

A
．令
和
４
年
度
当
初
予
算
で
、１
件

あ
た
り
上
限
１
０
０
万
円
の
予
算

を
６
件
分
計
上
し
て
い
る
。こ
の

６
件
に
つ
い
て
は
、す
で
に
補
助
金

交
付
決
定
を
し
て
、う
ち
３
件
は

除
却
が
完
了
。こ
れ
以
外
に
も
、

補
助
対
象
と
な
り
得
る
か
否
か
の

事
前
調
査
の
申
請
が
な
さ
れ
て
い

る
。調
査
の
結
果
、補
助
対
象
と

な
る
老
朽
危
険
空
家
が
６
件
あ

り
、令
和
４
年
度
予
算
で
は
対
応

で
き
な
い
状
況
。

Q
．令
和
５
年
度
は
さ
ら
に
ニ
ー
ズ

が
高
ま
る
の
で
は
な
い
か
。

A
．令
和
４
年
度
、江
津
市
老
朽
危

険
空
家
除
却
支
援
事
業
を
開
始

し
た
と
こ
ろ
、問
い
合
わ
せ
な
ど

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。ま
た
、

令
和
５
年
度
予
算
で
補
助
対
象

と
し
て
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
老

朽
危
険
空
家
が
既
に
６
件
あ
る
。

江
津
市
空
家
等
対
策
計
画
に
お

い
て
も
、基
本
方
針
の
１
つ
に
管

理
不
全
な
空
家
な
ど
の
解
消
を

掲
げ
、そ
の
基
本
的
施
策
と
し
て

老
朽
危
険
空
家
な
ど
の
除
却
支

援
の
推
進
を
定
め
て
お
り
、今
後

の
申
請
や
相
談
状
況
を
見
な
が

ら
対
応
し
た
い
。

Q
老
朽
危
険
空
家
除
却
支
援
事
業

の
予
算
増
を
求
め
る

A
住
民
の
ニ
ー
ズ
は
高
い
も
の
と

感
じ
て
い
る

山根 兼三郎

Q
．過
去
に
青
陵
中
北
側
が
最
終
選

定
さ
れ
た
。再
度
比
較
検
討
す
る

調
査
費
の
整
合
性
は
あ
る
の
か
。

A
．関
係
者
の
意
向
や
教
育
的
効
果
を

比
較
検
討
し
、事
業
を
進
め
た
い
。

Q
．学
校
建
設
費
は
40
億
円
と
も
言

わ
れ
て
い
る
。市
民
の
最
優
先
は

図
書
館
建
設
で
あ
り
、こ
れ
は
後

回
し
に
な
る
の
か
。ま
た
、財
政

圧
迫
の
認
識
は
あ
る
の
か
。

A
．事
業
の
調
整
を
図
り
、財
政
負
担
と

な
ら
な
い
よ
う
に
計
画
し
て
い
る
。

Q
図
書
館
よ
り
も
西
部
統
合
小
学
校
の

建
設
を
優
先
す
る
理
由
は

A
校
舎
や
体
育
館
の
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
た
め

植田 好雄

「
不
採
算
地
区
病
院
」と
は

経
営
条
件
の
厳
し
い
地
域
に
所
在
し
、地
域
に

お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
不
採
算
な
医
療
機
能

を
担
う
病
院
。

※

不
採
算
地
区
病
院
へ
地
方
公
共
団
体
が
助

成
金
を
出
し
て
い
る
場
合
は
、特
別
交
付
税

措
置
の
対
象
と
な
る
。

【
居
場
所
づ
く
り
】

Q
．全
国
的
に
不
登
校
が
増
え
て
い

る
が
本
市
の
状
況
は
。

A
．令
和
３
年
度
の
不
登
校
児
童
・
生
徒

数
は
、小
学
校
19
人
、中
学
校
31
人

の
計
50
人
。令
和
４
年
度
に
お
い
て
も

１
学
期
末
で
既
に
計
30
人
で
、増
加

傾
向
に
あ
る
。高
校
は
未
把
握
。

Q
．保
護
者
、地
域
含
め
て
不
登
校
の
居

場
所
づ
く
り
が
必
要
。ま
た
、不
登

校
に
限
ら
ず
高
齢
者
、働
き
ざ
か
り

な
ど
全
て
の
人
を
対
象
に
し
た
居

場
所
づ
く
り
が
必
要
で
は
な
い
か
。

A
．現
在
は「
と
き
ま
ち
」の
開
設
や「
断

ら
な
い
相
談
支
援
」を
実
施
し
て
い

る
。今
後
、

属
性
を

問
わ
な
い

居
場
所
づ

く
り
は
必

要
と
考
え

る
。

江津本町にある居場所
「ときまち」（令和4年7月開設）

総務民生委員会 行政視察報告（10月28日 邑南町）

子育て支援、人口減少対策　
邑南町では2011年度に「日本一の子育て村構想」
を策定し、2020年度までの10年間に「地域で子
育て」をキーワードに住民・地域・行政が一体となっ
た取り組みを意識し、事業を展開されていました。
目玉施策として「0歳から中学卒業までの医療費
無料」、「保育料を所得制限無しで第2子以降完
全無料」、「24時間救急受付などの安心な医療
体制の確立」などが上げられます。人口減少は続
いていますが、18歳未満の全人口に占める割合
が横ばいであり、子育て世帯の30~44歳、0~9
歳の人口が増加しています。

また、邑南町は、「高校がない町には若い人は住
まない」との危機意識のもと、町として様々な施策
が実施されています。県立の学生寮に加えて、町
が研修施設として位置づけた寮を設置・運営し
ています。
その他にも、通学支援や無料オンライン補習塾、
魅力化コンソーシアム設立による取り組みなどが
あり、3年連続志願者倍率1.0倍以上を実現して
います。
子ども・子育てを軸としてまちづくりが進められ、
まちの存続と町民の笑顔が両立されていました。

今後本市における人口減少対策、子育て支援な
どを考える上で非常に参考になりました。機会を
見て様 な々提言をしていきます。

解体前

Q
．建
設
あ
り
き
で
は
な
く
、小
学
校

存
続
の
選
択
肢
を
含
め
た
再
検

討
も
必
要
で
は
な
い
の
か
。

A
．こ
れ
ま
で
時
期
を
延
期
し
て
い
た

が
、新
庁
舎
が
完
成
し
た
こ
と
か

ら
進
め
た
い
。

Q
．再
度
、地
域
と
の
合
意
形
成
は
し

な
い
の
か
。

A
．今
の
と
こ
ろ
再
度
の
意
見
集
約
は

考
え
て
い
な
い
。

【
瓦
産
業
の
支
援
】

Q
．瓦
産
業
の
現
状
認
識
は
。

A
．最
盛
期
の
１
割
ま
で
減
少
。物
価

高
騰
も
あ
り
、厳
し
く
な
っ
て
い
る
。

Q
．販
路
拡
大
な
ど
の
支
援
は
。

A
．本
市
単
独
で
の
支
援
に
は
限
界
が
あ

る
。県
及
び
関
係
機
関
、近
隣
市
に

も
支
援
継
続
を
強
く
働
き
か
け
る
。

川波小学校の校舎
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題字：■■ ■■さん
　　　（■■■■■■■■ ■■・■■科■年）

■■ ■■

編
集
後
記

議
会
を
傍
聴
し
よ
う

江
津
市
議
会
で
は
皆
さ
ん

の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。
傍
聴
を
ご
希
望

の
方
は
、
議
会
開
催
日
に

本
庁
舎
２
階
の
議
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

議
会
へ
参
加
し
よ
う

市
政
に
対
し
て
意
見
や
要
望

が
あ
れ
ば
、
議
会
へ
請
願
・

陳
情
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

請
願
の
場
合
は
市
議
会
議
員

の
紹
介
が
必
要
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■編集・発行責任者

議　　長　

■市議会だより編集特別委員会

委 員 長

副委員長

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

坂 手　洋 介
下 谷　忠 広
森 元　健 二
植 田　圭 介
渡 辺　信 明
鍛治  恵巳子
多 田　伸 治

藤 間　義 明

市議会だより（令和5年2月1日）　　［ 編 集 ］市議会だより編集特別委員会 　 ［ 発 行 ］江津市議会事務局 ☎（0855）52‐7498
［ ホームページアドレス ］ https://www.city.gotsu.lg.jp/site/gikai/ （江津市HP内）

請
願
・
陳
情
締
切
／
２
月
17
日
正
午
ま
で

次
回
3
月
定
例
会 

　
安
倍
元
首
相
銃
撃
事
件
に
端
を
発
し
た
旧

統
一
協
会
と
政
治
の
問
題
は
、国
会
議
員
の

み
な
ら
ず
首
長
・
地
方
議
員
に
も
波
及
し
て

い
ま
す
。そ
の
た
め
、各
地
の
地
方
議
会
で

「
旧
統
一
協
会
と
の
関
係
を
断
つ
」と
の
決
議

が
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
誌
面
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、江
津
市
議
会
で
も
12
月
定
例
会
中
の
議

会
運
営
委
員
会
で
、決
議
へ
の
議
論
を
重
ね
、

３
月
定
例
会
で
結
論
を
出
す
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。市
民
の
み
な
さ
ん
の
信
頼
に
応
え

る
に
は
、違
法
性
が
指
摘
さ
れ
る
団
体
な
ど

に
対
し
て
、毅
然
と
し
た
対
応
が
不
可
欠
で

す
。み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聴
き
し
な
が

ら
、議
論
を
深
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
多
田
　
伸
治
）

※開始時間等は予定です。

市
議
会
だ
よ
り
は

こ
ち
ら
か
ら

ごうつ
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本会議
14:00～
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日 月 火 水 木 金 土

委員会
（議会運営）
9:30～

委員会
（議会運営）
15:00～

委員会
（総務民生）
9:30～

委員会
（建設経済）
13:30～

委員会
（予算決算）
9:30～

委員会
（予算決算）
9:30～

委員会
（予算決算）
9:30～

本会議
（一般質問）
10:00～

本会議
（一般質問）
10:00～

全員協議会
9:30～

情報交換会
9:30～

議員連絡会
9:30～

本会議
10:00～

「江津市小中学校音楽会」（津宮小学校）

ゲートキーパー養成講座（12月15日） 第14回  議会報告会（11月）
市内4カ所で開催しました。意見交換では、人
口減少、少子高齢化、空家対策、図書館建設、
公共交通など、住みよいまちづくりに向けた
様々な意見や要望が出されました。市議会の

「見える化」を一層進め、市民に寄り添い・つな
がる市議会に向け決意も新たにさせられた議
会報告会でした。

自死についての理解を深め、ゲートキーパーの役割
と対応方法を学びました。

私たちができること
（キーワード）

❶気づく
❷声かけ
❸傾聴
❹つなげる
❺見守る

12


